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更 の 更 変 護 護 療 療
の 協 計 更 機 機 所 所
届 議 画 の 関 関 の の
出 の の 認 の の 認 申
適 決 可 変 指 定 出
否 定 更 定 の の
の の 一 撤
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空計 発及発

了 知画 許び許

し年 支

た７

法 可氏可

庁 を名年

。月 告

事１

受月

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
渡

区地

計
了 島画
し年域域 支

た７又の

法
庁

。月は名 告

工称

昭 の
地

立 面
埋
ウ

和

日区

第
律ま

法含

年に
上

鷹工 第郡１ ）川第 号

区
町） 条栖

示 工称け日

第 区た及

に者び

号

奈奈奈平

ま住号

含の番
町年

江江江９

井井井成

昭

奈奈月

字字長７

町町

示和 け日

日 第 た及

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

上樺平

）

磯澤成号

郡
上勝年第

磯春６

工称

昭

町月条

示和

日区 第

に 年

含 号 支

第
律ま

法

上

号 庁

上 第

郡 ）

磯
磯

道
積途

用

町 条

路
用
地

第
１

北 の

番 項
よち 上 にう 道 定の 海 規

支 る、 川

九 次庁

五

開

長番 の

日

江井北９

う 行

の 馬 発

原江

野

番良空 北

地治建 海
知９

空２第

道番指

支う－

庁ち

号

、
長

第

、
水

字

渡の

上項

押日１

建規
よ

第に 地指定 番

第

行
発

開

号の

３次

－る

告

の

上 項

押 １

字
北

規

番 海

示

るう 島 よの 渡 に１ 道 定

長 の、 庁 次ち 支

開

、 に

ち 籠 為

１ 行

泉番 発

久 関
す

夫 る番

工

す
関

に
為

彰
）
秀区

工
元

睦ち 関

う に

川の 為

工
る

工

雄 る
す



平開れ開所

都は
事１２

び

計完成発る発及

市、

区地許 画了

のを名

法し年域域可氏

た７又
工称け

昭。月は名受

和

日区た

北 海

北 １２３

道
海

開れ開所開

釧 発る発及発

路 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告 は名受月

示 工称け日

第 区た及

道 公 報

事 北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

上計 発及発

了 川画 許び許

し年 支

た７

法 可氏可

庁 を名年

。月 告昭 受月

示和 け日

日 第 た及

第

事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
上

区地

計
了 川画
し年域域 支

た７又の

法
庁

。月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

号

発及発

開所開

２３

平許び許

成可氏可
十を名年
三受月
年け日
七た及

第
律ま住

法含の

年に者

釧釧釧
長 第

郡郡町 ）

路路路 号

釧釧

路路
保 １

別別原 第

町町菅 条

保

４ に者び

号

名名名平

ま住号

含の番

寄寄寄成

市市市
南島月

丘通４

緑大長年

１２

１丁多日 －

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

旭株平

）

川式成号

市会
４社年第

条エ２

第

西ー月条

３コ
丁ー日１

に 年

含 号

第
律ま

法

名
豊 第

市 ）

寄 号

栄

条
第

地

１番

月者び

二の番

十住号

三
日

川限成

上有平

郡会
鷹社年

月

町藤月

栖齋３

曜９工

丁丁澄 の

５１ 項

線業日

１ 定

海目目 規

北
道

の る

路地地 よ

釧番番 に
開

長ち の

庁う 次

支

慶

区 に

工 為

７ 行

北第 発

道設 か 海建 ほ 北志上

目

筆 上第 ４
川

－

馬区
工 長号 ２ 庁２ 第 支

建規

１代上の

目項

籠
）

取設定

番表

よ

号締第に

役

次

－る

山

項

に
為

潔行
発

開

下号の

よ

上 に

道 定

海 規

北 の６
馬 発

開

長 の

庁 次

支 る

川

に

籠 為
行

日

番表設

４代建

号上

１所
地取第
締
役－

る
す

勝） 関

隆
信

藤
齋号

工

利

第第第

去 ７ 停 ６ 交 ５

申 条 止標 条 付標 条

条命の条書

し章を章請

行は例じ取例を

条ての

海

第うり第たり第北

例

後除

夫
久

９も付

第

る ４

。営 条 指
２）条の

壁以客前示業

ド又号例停

、下席
個掲８）

ア料はに第止

工
る

す
関

金

第第第

う ２３ る定 １

。 条 料 条 条め指 条

区条等条の

例る定金）

こも

第示

の平の域例の例表

２示３は

規成と）第表

す

工

夫 る
す

久 関

則

北 こ

海 北に

趣 道

北旨

海公平

公

海）

道布成

安 性す

道 委

性

風る年

員

風

俗。７

会 月
年
可
許
発
開

３

営月

第公

条のけ条速き条道

か請２安

のと）第や申

定る項に手項委

規す１

）規会

に。の、続の員
に提

る定記定に

よ規別

るし

業よ３よ出

営に第

請け

停標様申な

のる号

条

、

のののをれ

止章式

規

い」等るの

つ表室げ

に

てい料の定

たとにも

る

の。表ほよ

そう金の

示

こを客、指

他）をか

、 らに見文は

れ客に注

記 類やすに別 に見や前

すすい料

法の次

は年る条方条、

北海規）規の

、北。に

道条すに号

海道定定各

風第北るい

性例るよの

海営ず 俗
業。公にか

営号道業れ

に下委る方

等以安係の

係員料法

俗 規 業

営 則

業

等日

第

等

に
係 道

に 号

不係

る

公

な不

当る

安

誘な

勧当

委

料誘

、勧

員

８
成

平
号
番
び
及
日

金、

年

り章おな

命は標行ば

月

けはとな

は付をうら

令

、付る。

別はりすい

、

例てはの

第条け者こ

記

９う別合

号第行、場

２

のの第お

式条も記に

様

定す号て

営規と４い

の

よう表１ るいよ金第

業

に備客様 のうにを号 も
げる見の 料掲えに式 に
ことす示 等るこや指 金

示
。よを 表
と。い書 を

て 書

示し た

に付 し

う交

例が及よ

る条会金に

す

と定違も

当」指びる

不
うる金と

勧いす約の

な
）域のる

、。区等す

誘
の施、容

金のは内。

料
取行告

し定

て関で下

立に示以

の北料

等

会

立道の

取海金

規

等安立

て公取

則

規

制会の

規員等

の委て

る関

す長に

関員制

に委

指
建
釧

日
３

例る

条潮す

－
８

第

九４

六

よ。式標

停にる様、

号

去

令営標除

命るの章

止

こ行 面

をの除申

書業章 と の

の 他

。も の

とう そ
物す

。等

規要る金

の必め料

をい

関項と

に事」

制な

則行

規施

行例

施田条

す

規

こ則

を



記
別

こ

第 の

１ 規

平 号 則

成 様 は

十 式 、

三 平

年 成第

七 ４

北 海

９
第
条 書係を立

附

明約証条

標類処を誓入

章分

則

期かる第

除のらす）例

去
申間に標

者おる除第

請にす章条

道 公 報

２ 第

にれ ８

お前ば 条

民章請

るい項な住標申

おな票除に

と前てにら

き条

申る

に第標いいの去係

準し請施

あ１章て。写

ての去用者設

っ項除

第

例建

とのこ条基い条て

第と第築

準 す処と例こ

基

法 る分を

と 営を証

第法

昭 業受明条さ条準

２て２第

和 そけす第れ

のなる

号

２
例

の。項条

書る前

請す
出標第

提の

は章

該申２

当去第

、除条

月 年条

二 ９関

十 月係

三 １）

日

行
施

ら
か指

日

月

る示

す

曜

る類申項

がけ書去２

。

請施請に

申
係の該の定

に設当者規

施用間面る

る使期書す

の関お含明

設ににを証

用、て。の

使しいむ書

つ章分式

に標処）様

国法登

は規申す外がの

は者前人人記

、定請る

あの

該、」条にで簿

当

い１っる謄

確条と第あ
合

を第う項て場本

認例
。のは 受

に章外あ

け条）標、に
人て

こ３つ除国っ

た第
をのて申登は

と項い去

第条

年 他け書項い項６

２と３第

法 当れ類第る
第 施な号き号１

律 該ば
設らににに項

にな掲あ掲の
る定 ） 係いげっげ規 号

と事は事に 第

るこるて

用
途と由、由よ
あ確 第

にさが当がる 条

てる届る認 １

つれあ該

にに１

請書第

申請項
い

げ

営次掲

る、に

係は号
る由

のげ事

所掲る

業に

ををる

地類あ

在書が

所

日

て去受、

い除をは

第

書

者第

当請た記

正申け別

原処当号

権とに５

な者
設の

有を施式

を分該様

こた使お

るけをと

す受

録、

をとさと

と者用り

明定用書証登

証規準請
るは書簿

すにすに明記
写謄

書る。、のの

るよ
を掲）

請にし本

類申次

すを

と類

う書

おる

行げ

の

てい場出場を 項

る添

しにけ 規

法る合を合受

のきおたおな 定

令とに

てれ よ

規にいこいけ に

っ、を、ば る

定あてと

ら 出

よて当証当な 届

に

取す増な を

りは該明該

な

政当壊る築い し

行、

類はと け

庁該し書又こ

場
許分つ改と れ

の処に

なお

すしに

轄付合

管添

署ば、

察れて

警けい

る

設

経な施

をら該

長な当

号

すい

て用

し。を

由い

第
記
別

住

式
様
号
２

い。

明法なる

証のせす

ま規 かき

注

る関旨

す律
処算。は の起す格 こら
分し、

し

者付
る
す年

を
示
指

項け

次な

てにれ な

可をい築さ ば

いい

のけ建つて ら

そ受
北指

第

他た築な

性のの に道項 人示 海 法
も

も営

るて
っ内 風規 あ は

又
名

住氏

とう

の

停
業

営

）
係
関
条
５所 第 列 にて

止

４ つ
に長 不内縦 て以番 い日

る海る あ北す が、と 服
員
、委

は安
き公

と道。

に容 て俗定

日

由月

理

こ

に、 さ等り 、業よ は営

表不と 代るの に係次 ら

示 氏勧指 のなり 者当お

称
名

料る ）記 、す 名誘

書
令

命

所

九
七

て
がし
分対

処に
の会

第

こ申 道た服 海っ不 北あ

員知を 委をて 安と立 公

立
取

の
金。

たる 会っす

号

る
す

関
に
制

規
の
等
て

のと
日こ

印

条
８
第

例
条

日で
翌が



北 海

処て格 のし規 こ算
起注

は
、 分

年に日

４ い内列 つ以

道 公 報

停理

のの

業令

営命

２３

の
止由

第

のの

道項令

海命

北
第１

営にと

俗定象

風規対

性

号

名
法 氏

平人

成に 又
十はあ
三名っ
年称て

七

服北縦 不、番 月てに は

る公す あ道と 日が海長

、会
は員

き委。 と安る

間
期

分て
処し

の対
こに

りる

業よな

ら
か

日
月

年 るの所

係次業

に、営

等

及

なり称

当お名

不との
在 記 、の所

誘業び

勧営
のを

金止地

料停

月、

二さ

十ら

三に

日

氏
の

者
表

代

月

）
名

曜

て 北た立
っ申

あ服
が不

知る 公をす 道とを 海こ

会日が 員たと 委っこ 安

命

で
ま
日

月
年

翌き
ので

制
規
の

等。
てる

立ず
取

例
条
る
す
関
に

日

裏規 取が色
１２３４

注
彩、章面格 立あ色に標

、 等まは文のには てり

日ま

、字材は

印

と業前

止営※

ら。
かす

標り る停の取 なのこに 第よ
例に

条定

間
日

止年

条
９
第

営 ９
り 式
様
号
３
第
記
別

及質、縦 のす
規。営びは容 制

停線易に にミ 業罫容易
劣が すメ 止をには 関リ

条ト の色化れ るー 」黒
字すない 例ル 文としな
横 をるい接 第、

白。も着 条色の剤

の章除 営

３、とをミ 第

壊者

所間破た

期をい 業
又若い

名、つ

氏しに

月

称は、

名くは

は日して

業 条

た性
し道

損海
汚北

停
地

所

在

業
営所

規停
の の

名

営

そし塗リ

）
係

関
条
６
第

地塗すー 第の、布メ 項

赤は。ル 号を料るト １

る 定と光す 規色耐と の
りそも よ、の。 にし性

る さのす 罰他と 処のの

業
は営

年年又俗
者風

部

のに

月月業等
営

北

停係 海

の不

日日止る

道

かま期当 公

が勧

らで間な

安

経誘 委

業止

九
八

白
を と地 こは る分。 れ

す料
過、

員

日る金 会 間以の



業
営申

平 の請

成 停十 止の

三

事 の年 期七

北 海

法代被は処の営

に称業 表名 人 ふ処分名

の あ者係及 者 り称 に分

営所 び がっののるび 及

は な名業在 住 氏 て種 氏

道 公 報

氏住

な名
がは

又 り
名 ふ

第

の公

道項道

海海

北北

第
営に員

俗定委

風規安

性

号

式
様

号
４

第
記

別

間由 ７
第

月
二
十
三
日

月 年年

曜

、 ）名又所所地別

月月

条
例
第
２
条
第

号
の
営
業

）称所
〒

氏法
名人
又に
はあ
名っ
て 称） は
、

係標
に、殿

等り
業よ会

取者

不の請住 標る章申

を
誘き 除勧除

なり 章当
のし 申金請

料申所 去、

理号
整番

※

）
係

関
条

日

らで
かま

日日

さ
ら

電 に

話 代
表
者
の
氏
名
）

）

の
等 書て。

立す 請取ま
例
条月

る
す
関年

に
制
規

成誘員

去日
月
除年

※

北

、会 北 海

海年料が平 道

道北金指成 公

性海の定 安

風道取す年 委

俗公立る７ 員

営安て区月 会

明格 規証規 のを
等と注

縦 関る、 にすは 制 立

級の

階こ

日

第

）証

職入

条

記
別

注

５
第

規

号 ４格

様 には

式 該所、 申る
き

１２３

考
備

当定

※
印請。申

業委等域 告

等員にを日 示

に会つ次 第

係規いの

る則てよ 号

制に

不第規う

当

うる

勧）行め

な号を定
性

料条要

、２必。

誘第

例ン 条セ る５ す。

金の

チ道

メ 第

ー公

ル 第ト 条

安

横 項、 ２

委 の
規

員

名帯

氏携

・を
にン

定セ

る
す

立

風
性
道

海
北

、
は

者

入

俗

番条

る欄４９

すの列第

明載長係

が記縦関

かに
分なる

に得す

確しと）

、
うは

よき
ると

かい。

は、事

にはの

欄者請
に

に

載を欄

記名」

、氏由

、条

いし、

な載は

し記
。び第

と及例

こ
押

と

立にい

取定高

の規が
、ら

のきめ

等づ認

て基
に風る

制性れ

規

九 関俗も

九

て

条等し

る業と

す営の

よチ

例に

会

立ー

りメ

告

りル

入ト

示

。 道 施る 海 実す 北 をと

会 職員 察委 警安 る公 す
る

係
に
等
業

営

証

記別

料
、

誘 第勧
な
当

不

との
こ載

る記
すに
載紙

を察 れ警 こ扱 、取 。上

る２

す第

印条

す
付

添署

えは

代又

に号

と各

こ項

す項

名３

署第

、条

て同

不道

行る海

施係北

るの

な安

則当公

規 あ
で

員

平勧委

印

こ
る

て
立 号取

の
金

こ
る でか

がれ

とず

こい

。
と



お ○

平北りペ 正

成海誤ー

毎 道りジ 誤

年留が週

５萌あ火 月支っ欄

・ 庁た

金

示で行

日告の

曜

北

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

事北北

方札札海る

手入
決公警務海海

をの道

海 道 公

２３４

ミ落平落落

ニ札成札氏住札

者金 パ者
トを年の名所額

カ決５氏
及ダ札

ー定月名円

し
た日びイ幌

第報

１ 北

次 海

の平落

こ

道

と成札

の

警

に

告

お 察 示

り年係 本

一７る

は

部

般月物

、

告

品

平

競 示 成

争日等 第

号

定
指

附 区 平域 成則
十札 三幌 年市 七

第第訂日 ４正

発 号す

行 号る
る

よ
に

法
画

計
市

）都。

担警札

定告察を道道

開

す本市

た部当察幌

し本
組総央

続示る部中

手告
織務区

第
称計条

名会２

号の部北

所丁

び７

及課西

北石

所ツ白

台日住ハ市
販通

道本
海区

売
番

社２
会南

式目
株丁

入の 年

札名 号 ９道

１よ及

月に称

警

か落数

日りび

察

行を

施者

ら札量

本

る定

す決

部

中

た

。し

月央 二区 十の 三南 日

南
ら

か
条

３

月

条
７

曜

す
関

に
為

行
発 で 海ま 北

完
の
事
工
る

（
購 了

読 ）

料

。号

地
在目

中

告

海
北

示

田
山

長
部
本
察

警
道

日

目 員丁 委２ 安西 公の 道
潮丁

７ 長西 員ら 委か 会

で 田ま
目

金 に（
送 次

料 の

と と

も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

誤正

海誤ー

北りペ
お

道りジ

支っ欄左都都

走あ
網が

庁た市市

海誤ー成

北りペ平

お

廣

誤正 道りジ
右都都月

高あ７

日が年

庁た市市８

支っ欄

成
平

誤正
市市８

左都都月
６
年

円
）

画画

告の計計

示で行
正
第訂法法

る和和

号す昭昭

都。

第

画律律

計法法

市年年

法第

に

画画

告の計計日

号号 よ

示で行

第訂法法第

４正
号す昭昭

る和和号
） 都。

第

画律律

計法法

市年年

法第

に

画画
計計日

号号 よ

法法第

昭昭

）

和和号

第第
律律

法法
年年

号号

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

発附第 開）） る

則

る
す

関項 に４ 為第条 行

第 開）） る

了
完
の

事
工

発附
則

る
す

関項 に４ 為第条 行

附第
））

了
完
の

事
工

則
項

４
第条

一
〇
〇

ト法
株制
式文
会書
社課道

次
に

中
）

と
の

次
に

中
）

と
の


